
















































































































































































































































































































































































?????? ??? ???（ ?????? ??????
　これらのうち，例えば“軟硬”は湯廷池の言うように意味上の優先度がヤワラカ
イ〉カタイと考えられないわけではないが，そうすると“剛柔”が例外となってし
まう。また“禍福”は明らかに“禍”＜“福”だろうし，“冷熱”もおそらく，冷”＜
寒熱”だろう。さらに“買売”では墳”と“売”のどちらの優先度が高いのか決
めがたいし，“左右”も佐”と“右”のどちらかが高いのか決めがたいのではない
だろうか。23）また“旱湧”では埠”も“湧”も同様に好ましくない意味であり，AB
の順序決定の要因を意味上の優先度に求めるのは無理があると言わざるを得ず，声
調の順序によると考えたほうが合理的だろう。湯廷池が23頁で例外として挙げてい
る損益”も声調の順序から見れば例外ではなくなるのである。
3．結言
以上の考察により，仮説［1］［2］がかなりの程度まで有効であることが明らか
になったが，これらの仮説で説明できないものとして以下の語が残る。
????????彼此
古今／今古
巧拙／拙巧
叔伯
出納
黒白
曲直
問答／答問
???????? ??????
これらの多くは「平声＋平声」「上声＋上声」「入声＋入声」のような同調連続で
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ある。上の例から帰納できる傾向は，平声と平声の連続で陰平と陽平が並ぶ場合に
は「陰平＋陽平」になるということである。例えば“雌雄、方円、輸厩、陰陽、縦
横”がそうで・先に問題にした“東南・西南”もこれに該当する。また入声と入声
の連続では入声の消失後，陰平になったものが前に来るということである。例えば
“出納、黒白、曲直、叔伯”などがそうである。しかし例の数が限られていて一般
性を強く主張できるレベルには至らない。さらに“古今／今古”“巧拙／拙巧”“問
答／答問”のようにAB，　BAの二つの順序があるもの，またx’凹凸、彼此、単双、
借貸、進出、冷暖、収支、授受”のような同調連続のものについてはさらに考察を
加える必要がある。
　これらの順序決定の要因をいわゆる“約定俗成”に求めるのは最も安易なやり方
ではあるが，それはまた同時に科学的追及を放棄することでもある。そこには必ず
なんらかの理由，原因があるはずであるが，現段階ではそれを見い出すことができ
ない。今後の課題としたい。
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